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医療法人社団永生会
みなみ野病院広報誌
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■院内ギャラリー （12月から2月の季節のディスプレイ）
■みなみ野病院を知っていただくための特別企画 「みなみ野病院の診療部」
■東京消防庁より表彰されました～看護師とリハビリスタッフによる救命処置～
■走り抜けた「夢駅伝」 ～タスキをつなげた８人と、応援も燃えた一日～

コンテンツ

〒192-0916 東京都八王子市みなみ野5-30-3
TEL 042-632-8118（代）
TEL 042-632-8154（入院相談）
https://www.eisei.or.jp/minamino/

走り抜けた 「夢駅伝」
～タスキをつなげた８人と、応援も燃えた一日～

～「医療・介護を通じた 街づくり・人づくり・想い出づくり」 を理念とし、
地域の方々を支えていく～ それが私たちの願いです

医療法人社団永生会

みなみ野病院
●みなみ野病院は、４つの機能で地域の皆さまに
信頼していただける病院づくりを目指しています。
今後ともよろしくお願いいたします。

医療療養病棟医療療養病棟

回復期リハ病棟

東京消防庁より表彰されました！
～看護師とリハビリスタッフによる救命処置～
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この表彰は、１１月２８日みなみ野病院近隣の歩道橋で心
肺停止の救急事象が発生し、その場に居合わせた通行人が
119番通報後当院に応援を要請し、即座に上記の職員３名
が発生現場に駆けつけ、傷病人の救命処置に貢献した功労
に対しての表彰です。

みなみ野病院では、全職員が救命処置の研修を受講し、
AEDを使用した急変時の対応を実習しています。今回の救
命救急処置は、普段からのトレーニングや研修が活かされ
た結果であると思います。
引き続き我々みなみ野病院職員は救命処置を含む、医療技
術の向上に邁進してまいります。

２月９日（日）第７５回全関東八王子夢街道駅伝競走大会が開催されました。当院では２
チーム８名が一般男子の部に参加しました。日々走り込み、個々のレベルを上げてきました。
結果は Kingチームが医療機関で３位という好成績でした。沿道からもたくさんの方々に応援
の声をいただきました。今後も継続して病院や地域全体を盛り上げる活動を行っていきます。

医療療養病棟

12月から2月のイベントと季節のディスプレイです。院内ギャラリー
緩和ケア病棟

患者様とリハスタッフが
共同制作したログハウス

お琴と三味線のコンサート

医療療養病棟棟

医療療養病棟 医療療養病棟棟

医療療養病棟棟

通所リハビリ

緩和ケア病棟

令和６年１２月２４日、みなみ野病院職員３名（看護師、理学療法士、
言語聴覚士）が東京消防庁八王子消防署長から感謝状が贈呈されました。

回復期リハ病棟

〈表紙について〉
２月９日八王子夢街道駅伝競走大会に
参加したみなみ野病院のランナーです。

〈みなみ野病院応援団〉
チームカラーのオレンジ色の
応援グッズを準備し、精一杯
声援を送りました。
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心身の元気を取り戻すための特別企画

みなみ野病院の「診療部」

１．院長 田中 譲

２．回復期リハビリ 野本 達哉

みなみ野病院を知っていただくための特別企画

みなみ野病院は、回復期リハビリテーション、慢性期医療、緩和医療、通所リハビリテー
ションの「４つの機能」で地域の皆様に信頼していただける病院づくりを目指しています。
この紙面では、さらにみなみ野病院を詳しく知っていただくために、病院組織や各部門の
特徴をご紹介していきます。今回は病院組織の中心となる「診療部」です。

３．医療療養 名和 剛

診療部は、医療を提供する際に中心となる医師が所属する部署です。
現在みなみ野病院の診療部には、医療療養病棟、回復期リハビリテーション病棟、緩和ケア
病棟をそれぞれ担当する医師が、合計８名勤務しています。その他に整形外科医、皮膚科医、
眼科医、歯科医が非常勤で勤務していただいています。
ここでは診療部を代表して４名の医師をご紹介いたします。

４．緩和ケア 八戸 すず

５．「治し、支える」包括的な診療

みなみ野病院は、急性期の治療後に行う回復期医療や慢性期医療を行っています。
患者様におかれては、複数の疾患を抱えている方が多いため、医師は幅広い知識とスキルが必要
です。また患者様ご本人やそのご家族と関わり、生活環境やバックグランドまでも考慮し、その
方の人生にまで思いを巡らせることがあります。患者様やご家族と長い付き合いになることも少
なくありません。今後も「治し、支える」包括的な診療を行って参ります。

・リハビリテーション
・脳血管障害

職員の挨拶がしっかりしていること！
患者さんやご家族だけでなく、スタッフ間でも挨拶が
しっかりしていて、いつも前向きな気分になれます。

休日はほぼサーフィンをしています。
年に１回は島か海外に波を求めてサーフトリップに行きます。

・循環器 ・一般内科

循環器と一般内科と両方の経験を活かし、患者さんを総合的にバラン
スよく総合的に診ること。療養型病棟の特性上、ひとりの医師が多く
の患者さんを担当するのですが、多職種それぞれの視点で捉えた情報
を収集して、丁寧に診る必要があります。他部署との信頼関係を強固
にするためにも、誰からもコミュニケーションが取りやすい雰囲気作
りに努めています。

当院は急性期病院ではないので、患者様一人ひとりにじっくりと向き
合う診療が可能です。時間をかけて癒えていく病を日々の診療で実感
できます。また、スタッフ全員の顔が知れていて、気軽に相談できる
雰囲気があるからこそ、チーム医療が実践できていると思います。

・緩和医療
・日本緩和医療学会指導医

患者様一人ひとりに対して、その人が感じている幸せや、その人がどのように
過ごしたいかを一緒に考え、ご希望に合わせた方法でつらさを緩和できるよう
に心がけています。入院生活ではありますが、少しでもご自宅にいるように過
ごしていただきたいと思っています。そのために、多職種で協力して、患者様
それぞれに合ったオーダーメイドの医療を目指しています。

スタッフ全員が、患者様のために役に立ちたいと取り組んでいる姿に
感銘を受けています。患者様の体調や生活、価値観に合わせて、生活
のリズム、薬の飲み方、お食事、リハビリなどを真剣に考え、積極的
に関わっている点がすばらしいと思います。

診療で心がけていること、みなみ野病院の良いところ

休日の過ごし方

専門分野について

その専門に進んだ理由とやりがいについて

診療で心がけていることは、患者様の立場に立って考えること。消化器系の手術の経験が、
今の診療に活きています。また当院は多職種とのチームワークがとても良いです。信頼でき
る医療チームだからこそ患者様を全力でサポートできると感じています。

近所に大きい公園があるので、そこで散歩をするのが好きです。関東近郊
の温泉巡りにはよく行きます。またプールで泳いだりして筋力の維持に努
めています。

もともと脳神経外科を専門としており、大学病院で急性期治療を行っ
ていましたが、急性期治療後の回復訓練、回復しきれない部分への在
宅設定やサービス設定など、治療のみならず病気になってから社会復
帰するまでをトータルでみたかったからです。
トータルケアのためには、医師だけではなく、多職種、本人、家族で
立ち向かっていかなくてはならず、みんなの力で社会にもどっていく
ことにやりがいを感じます。

専門分野について ・消化器内視鏡検査治療

みなみ野病院の良いところ

休日の過ごし方

専門分野について

みなみ野病院の良いところ

診療で心がけていること

休日には、知らない土地にでかけたり、スポーツをしたりなど、体を
動かしてリフレッシュしています。写真も好きで、夜景や自然、鳥な
どの写真を撮りに行ったりします。

休日の過ごし方

専門分野・資格について

診療で心がけていること

みなみ野病院の良いところ

休日の過ごし方

日々の生活を楽しむことがモットーです。手仕事で何かを作ることや、日本の季節の移ろい、
食べることが好きなので、干し柿、ジャム、果実酒、味噌など季節ごとに何かしら仕込んでい
ます。地元農家さんの畑仕事や、カフェ・マルシェの手伝いなど、ボランティア活動も好きで、
休日にはあちこち飛び回っています。


